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さて、 l~ll から図 4 までの蓮華化生図を
鑑賞しながら気づいたことをまとめてみれ
ば次の通りである。一つ目は、特に夫婦や
二人で同時に往生することを願う蓮華化生
図を中国や日本をはじめとして、インドや
中近東地域にまで範囲を広げてもっと探し
てみたいということ O それで見つからなか
ったら韓国の特性としてさらに考究しても
いいと思うし、どこかで見つかれば、それ
はそれで比較研究のための貴重な発見につ
ながると思っている O
二つ目は、蓮華化生だけでなく、蓮葉化
生も確かに重要な問題だということ O ベト
ナムでも見たことがある蓮葉化生図を今の
ところインド起源だとみているが、それが
事実ならば、エジプト起源の蓮華化生とと
もに、‘蓮華文化論'を展開する上で極めて
重要な分岐点に立っているのだと考えてい
るO この他にもいくつか気づかされたこと
はあるが、いずれにしても、蓮華化生図は
今の私に様々なことを教えてくれるありが
たい存在になりつつある O
『刀立橋(カルソンダリ)を越える-キメとチジョンー』
消州大学iL'J.物館はキメとチジョンについて
2C泊51lミ以来3回の企画展を行っている O 本資本|
は、 2側年12月にj;u't国民俗芸術迎合消州支f!iIS主
催で行われた「刀立橋を越えるーキメとチジョ
ンJ の資料である。展示されたキメとチジョ
ンはヤルチャンボシンノくン(シンノすンとはj斉州
島のムダンである)によって製作され、展示
は同博物館の特別相|究員のヤンキミヨン氏に
よって行われた O 本資料の解説もl司氏による。
刀立橋とは刀が立った橋のことであり人々
の通過しなければならない苦難の道を象徴す
る。展示タイトルは、この苦難の道をキメが
表現することにr:Jr:来ーする。キメとは済州1誌の
クッの祭場で使用される紙のことであり、チ
ジョンとは十'1I銭のことである O クッが始まる
前にまずシンパンは鉄で白色や色鮮やかな韓
紙に切り込みを入れてキメとチジョンを作
る。キメはその形によって様々な役割をする O
笹にあliび付けると相1笠を招くときの依り代に
なり、祭場の周囲ー而に吊るされたキメは祭
場を浄化し、 11[を附くにふさわしv、雰凶気を
醸し出す。様々な十11々 を表す人Mのキメもあ
るO チジョンは。昨紙に多くの穴を切り開けた
ものであり神への供物となる O
キメとチジョンはクッの最後には焼かれ決
して保存されない。いわば、クッの現場でし
か見ることができない民共であり芸術作品で
ある。本書:はキメとチジョンについての貴重
な図録である。(古谷野洋子)
変形版 2009年 済川大学博物館編集・製作
